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Ｎｏ．２ 小樽商科大学  

所在地 047-8501  北海道小樽市緑３丁目５の 21  

教員数 教授70・准教授44・非常勤講師68・助教５。うち外国人教員26 

学生総数 男1,428・女 873、計 2,301 

学部・学科 〈昼間コース〉計 465 経済 137, 商学 148, 企業法 106, 社会情報 74 

   〈夜間主コース〉計 50 経済 12, 商学 10, 企業法 12, 社会情報 16 

学部内容  

昼間・夜間主コースとも学科所属は１年次の修了時に決定する。 

 経済学科は、理論的な思考力の育成、国際的な視野の養成、実践的な能力の育成という３つの基本方針を

柱に教育を行っている。 

 経済学を体系的に学ぶために、講義は、日本経済と国際経済の基本的な特徴を理論的に理解するための基

礎経済学と、政府の役割や現実の経済の動きを分析するための応用経済学のふたつの分野に大きく分かれて

いる。商学部のなかに置かれた経済学科であることに特色があり、商学、経営学、会計学、法律、情報科学など

の授業科目を履修しながら、経済学を学ぶことができる。 

 商学科は、商学、経営学、会計学の３大講座で構成。 

 商学講座では、証券市場や金融市場と企業活動とのかかわりを、また商品流通やマーケティングにおける企

業活動を科学的に取り扱う。経営学講座では、企業経営における営みや管理という機能を研究対象とする。会

計学講座では、企業活動を計数的に把握し、企業活動を計画・統制するための用具としての会計を学問的に

取り扱う。 

 企業法学科は「法律に強い産業人」の育成を目的としている。特に企業の経済活動や経営にかかわる法制度

の研究教育に力を入れ、やがて産業社会の中核になる若い人材に法学的素養と国際感覚を身につけさせよう

としている。法学部にひけを取らない充実したスタッフを備え、憲法、民法、刑法、商法などの伝統的・基本的分

野はもちろん、知的財産法、国際経済法、国際取引法などの先端的・応用的分野も開講している。基礎法講座

と企業法講座の２講座が設置されている。 

 社会情報学科は、企業および公的組織などの経営・管理において発生する問題を、システム指向を用いた科

学的な方法と情報技術を活用して合理的に解決する方策について学ぶ。 

 このようなシステム化と情報化に必要となる科学として、計画の科学、組織の科学、情報の科学の３つを用意

している。それぞれの科学に対応して、計画科学、組織と情報、社会と情報の３講座がある。 

特色  

奨学金制度 海外 単位互換 大学院 学生寮 部・同好会 

給付 貸与 留学 研修 学内 学外 修士 博士 男子 女子 文化系 体育会系 同好会 

6 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 33 44 − 

 

 

アンケートで掲載希望があった、国立大学の
情報を北から順に紹介! ※情報は更新されるの
で、興味のある大学は必ず各大学ＨＰで最新の情報を
確認してください!! 



￬ 大学受験パスナビ TOP＞英検 2級で 90点扱い、準 1級だと 100 点に！英語の資格を使える入試が急増中！より抜粋 ￬ 
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英検 2級で 90 点扱
い、準 1級だと 100
点に！ 
英語の資格を使える
入試が急増中! 
 

英検や TOEFL、TOEIC などの英

語の外部検定。最近はこれらを

入試で利用できる大学が急増し

ている。しかも中にはかなり優

遇されたり、資格を持っていな

いと出願すらできない入試方式

もあるので要注目だ！ 

☆★☆主な英語外部検定 レベル対照表☆★☆ 

検定名 
英検 
（CSE 2.0） 

IELTS 
TEAP 
（4 技能） 

TEAP CBT 
TOEIC S&W 
TOEIC 

TOEFL iBT GTEC for Students 

級・ 
スコア 

1 級 
（2630‐3400） 

7.0-8.0 400 800 
1305-1390 
L&R 945-990 

95-120  

準 1 級 
（2304‐3000） 

5.5-6.5 334-399 600-795 
1095-1300 
L&R 785-940 

72-94 
L&R&W 
810 

2 級 
（1980‐2600） 

4.0-5.0 226-333 420-595 
790-1090 
L&R 550-780 

42-71 
L&R&W 
675-809 

準 2 級 
（1284‐1800） 

3.0 150-225 235-415 
385-785 
L&R 225-545 

 
L&R&W 
485-674 

3 級-5 級 
（419‐1650） 

2.0   
200-380 
L&R 120-220 

 L&R&W-484 

※ L：Listening、R：Reading、W：Writing、S：Speaking 

※ 文部科学省資料より作成 

これらの中でどの検定が入試に使えるかは大学によって異なる。立教大のように多くの検定を

採用している大学もあれば、上智大の TEAP 利用型のように 1 つの検定限定という大学もあ

る。では受験生はどの検定を受けておけばよいのだろう？ 大学での採用率が圧倒的に高いのは

英検だ。英検を取っておけば英語外部検定を利用した入試のほとんどに利用できる。 

 どんな優遇が受けられるの？  

英語外部検定の資格を持っていると、受験生にとってどのよう

なメリットがあるのかを見てみよう。主な使われ方の「出願資

格」「得点換算」のほか、以下の 2 つの方法も代表的な利用

法だ。 

●加点：資格を持っていると評価に加点される。 

●判定優遇･合否参考：具体的な措置については明記さ

れていないが、合否判定の際に優遇される。 

一般入試と推薦･AO を通じて利用方法は主に右の 4 つ。 

 

出願資格 

出願するために「必要」 

得点換算 

英語試験の得点に「換算」 

加点 

英語試験や判定評価の得点に「加点」 

判定優遇・合否参考 

合否判定の際の「参考」として利用 

 


